
A B C D
目標達成 ほぼ達成 もう少し できていない 最終値 評価 結果と課題の分析

◇学校生活アンケート（生徒）
で、「授業では、自分の考えを積
極的に伝えています」と肯定的に
回答する生徒の割合
(選択する力・表現する力)

75％
以上

70％
以上

50％
以上

50％
未満

67.8% C
　生徒が「伝えたい」と思える学級集団づくりをしていくために、人の話を聞く姿勢を指導していく。人の意見に対す
る反応によって、意見を出しやすい雰囲気ができることを生徒に伝えていく。また、班活動での話し合いを活発化させ
るために、班長の話し合いの司会の力を育成していく。

◇学校生活アンケート（生徒）で、
「『授業では友達と話し合うなどし
て、自分の考えを深めたり広げたり
しています。』を授業の中で意識し
ています」と肯定的に回答する生徒
の割合 (選択する力・表現する力)

75％
以上

70％
以上

50％
以上

50％
未満

86.7% A

　全体や班活動、ペア活動において、周りの意見と自分の意見を比較して、新たな学びにつなげようとする意欲が高
まっている。今年度の研究のテーマでもある発問の工夫により、生徒が考えを深めたり、広めたりする場をつくれてい
ることが成果につながっていると思われる。引き続き、生徒の思考を深めさせる発問の工夫を意識した授業づくりを目
指していく。

◎「読む文化」を生
み出す学校づくり

(自律)

◇各学期における図書室の本の、
一人当たりの貸出冊数(認識する
力・選択する力)

5冊
以上

３・
４冊

２・
１冊

0冊

全2.1
①3.3
②0.8
③2.3

C
　生徒が本に関わる取組として、文化祭では本の内容に応じたイメージ画の作成と図書委員会による本の展示を行っ
た。また、12月の読書月間には図書館クイズ「謎解き」や読書マラソンを実施した。１年生に効果的な取組だった。１
月からは図書室おみくじを行っており、継続して生徒が本に関わる取組を行い、生徒の読書意欲を高めたい。

◎確かな学力の定着
(自律）

◇全国学力調査及び標準学力検査
で全国平均を超えることのできた
学年・教科の割合

80％
以上

60％
以上

50％
以上

50％
未満

(標準学力)
教科1/2学年
国 -0.3/+0.2
数 +2.5/-0.1
理 +1.6/ -6.9

C

　国語については、読み書きなどの基本は定着しているが、読解問題については、読み取りに課題がある。数学につい
ては、基礎的な知識の定着はみられるが、関数分野に課題がある。国語・数学については、継続して基礎的な知識・技
能を高めるとともに、読み取りや問われている内容を捉える指導を徹底していく。理科については、特に２学年の基礎
的な知識の定着に課題が見られるので、ドリル学習などで基礎的な知識の定着を図っていきたい。

◎自己実現力・自己
効力感の向上
            (尊重)

◇道徳意識調査で、「自分にはよ
いところがあります」と肯定的に
回答する生徒の割合
(認識する力)

80％
以上

60％
以上

50％
以上

50％
未満

全86.6
①87.6
②87.4
③84.8

A

　中間の結果と大きく変化はなく９割弱の生徒が肯定的な回答をしている。一方で、自分のよいところが認められると
いう質問項目に対する肯定的回答が、中間よりも７ポイント上がっており自分のよさを見つける場面が日々の生活や行
事等であったと推察する。そのような場面をしっかり振り返り自分のよさに気づき、自信をもつ教育活動を進めていき
たい。

◎海田町を愛する生
徒の育成
            (尊重)

◇学校生活アンケートで、「海田
町に今後も住み続けたいと思う」
と肯定的に回答する生徒の割合
(選択する力)

80％
以上

60％
以上

50％
以上

50％
未満

全85.8
①92.5
②84.5
③79.8

A

　アンケートの結果から８割以上の生徒が海田町に愛着を感じているとわかる。中学校において、海田町のよさを暮ら
しや自然などの観点から考えさせ、総合的な学習の時間での職場体験や保育実習などにより、故郷海田のよさを再認識
させることができたのだと考えられる。今後、職場体験の訪問先をさらに広げ、海田町の企業に職場訪問や職業講話を
お願いしていきたい。

◎規則正しい生活習
慣

(自律)

◇保健のアンケートで、適切で十
分な睡眠時間（7～8時間程度）を
とっていると判断される生徒の割
合(選択する力)

80％
以上

60％
以上

50％
以上

50％
未満

全72.4
①76.6
②77.0
③64.1

B
　学年末になると23時以降に寝ている生徒が45.1％から48.2％に増加し、睡眠時間も短くなっている。冬休み中のアン
ケートでは、55.3％が23時以降に寝て、89.3％が７時間以上の睡眠をとり、43.1％が８時以降に起きている。睡眠時間
の確保だけでなく、寝る時刻を固定し、規則正しい生活習慣が身に着くように、実態把握と指導を行っていきたい。

◎体力の向上
(挑戦)

◇体力テストで、全国平均・県平
均を上回る項目の割合

70％
以上

60％
以上

40％
以上

40％
未満

中学２年生
男子  78％
女子 100％

A

　「運動やスポーツをすることが好きですか？」という問いに対して肯定的評価が８割を越えていることから、体育の
授業に対しても意欲的に積極的に参加する生徒の割合が高い。その結果、体力の向上を図ることができている。また、
運動部での日々トレーニングで体力をつけることもできているので、全国平均・県平均を上回る項目の割合が目標値を
超えていると考えられる。
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◎保護者・地域の学
校満足度の向上

◇学校生活アンケートで、「海田
中学校の教育活動に概ね満足して
いる」と肯定的に回答する保護者
の割合

90％
以上

80％
以上

70％
以上

60％
未満

94.7% A
　生徒、学校、保護者の良好な関係を基盤として、丁寧な連携や対応ができていることが要因として考えられる。引き
続き、この関係を維持しながら、学習指導のさらなる充実を図り、より良好な関係にしていきたい。

◎教職員のやりがい
(自律・尊重・挑戦）

◇学校生活アンケート（教員）
で、「私はこの学校に満足してい
る」と肯定的に回答する教員の割
合

90％
以上

80％
以上

70％
以上

70％
未満

96.7% A
　職員室における教職員のコミュニケーションが活発であるだけでなく、誰に対しても話しやすい雰囲気があり、心理
的安全性が確保できている。その中で、学習指導、生徒指導、部活指導について意見交流をすることができていること
が本結果につながっていると考える。

◎働き方改革の推進
(自律)

◇学校生活アンケート（教員）
で、「月に２回以上は定時退校日
に早く退庁している」と肯定的に
回答する教員の割合

90％
以上

80％
以上

70％
以上

70％
未満

70.0% C
日々の授業準備、試験作成、生徒指導、学校行事の準備や運営、教育委員会等に提出する資料の作成、部活指導、保

護者対応、欠席生徒への連絡等、多岐にわたる業務とその量をこなすことが容易ではなく、定時退校日を設定しても、
定時に退校することが難しい状況がみられた。
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